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　１月17日、大原グラウンド
で平成28年新春日田市消防団
出初式が行われた。
　操法点検では、大山方面団第
５分団、日田方面団豆田分団及
び隈庄手分団が俊敏な動作で標
的を倒し、日頃の訓練の成果を
披露した。
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　本日、成人の日にあ
たり、私たちの門出の
お祝にこのような盛大
な式典を挙行していた
だきありがとうござい
ます。
　また、原田市長様を
はじめ、多くの方に出
席して頂きお祝いと激
励のお言葉を頂戴し、
心より感謝申し上げま
す。
　今回、この様な発表の場を与えて頂きこれまで生まれ
育ってきた日田について深く真剣に考えることになりま
した。
　高校を卒業するまで、広がる山並みを背に学校に通い
ながら、なんて日田は田舎なんだろうと、嫌気がさすよ
うな思いをしていました。あんなに田舎じみていた日田
を恋しく、懐かしく想う町へと変わってきました。
　学校に通う道や、友達と遅くまで話し込んだ橋、おか
えりと声をかけてくれる人情味溢れたこの日田、当時
は、全くそれに気付いていませんでした。ただ、今、私
の心の中は、この日田が、こんなにも大きく、こんなに
も大切なものであると思えるようになりました。
　そして、これからも、この素晴らしい日田をこのまま
残し、大事にしていきたいものだとも感じるようになり
ました。
　今、私は、小学校から始めたバスケットボールを大学
でも続けています。そのバスケットボールを通して、負
ける悔しさ、勝つ喜び、また、人は継続することに価値
があり、成長があることも学びました。そしてこの様な
経験ができるのも、これまで厳しく、時には優しく教え
て頂いた先生方や、支えてくれる仲間、そして、温かく
見守ってくれる家族のお陰です。
　二十歳という大切な節目を、このように多くの方々と
迎え、喜び合うことに感謝したいと思います。そして、
この気持ちを忘れず、それぞれの道に進んでいきたいと
思います。
　まだまだ、未熟な私達ですが、これからもご指導よろ
しくお願い致します。
　簡単ではありますが、これをもって新成人代表挨拶と
させていただきます。
　本日は誠にありがとうございました。

　本日は成人を迎えた私
たちの門出に対し、この
ような盛大な式を催して
いただき、誠にありがと
うございます。また、温
かいお祝いと激励の言葉
をいただきましたご来賓
の方々、及び、ご出席し
て い た だ き ま し た 皆 様
に、新成人一同を代表し
て心よりお礼申し上げま
す。

　私は現在、この日田を離れ、他県の大学で勉学に勤しんで
おります。その中で、自分一人で決断や行動をすることが増
え、自分の力の無さや甘さ、また、改めて自分がどれだけの
人に支えられていたか、ということを痛感しました。そし
て、今現在も、私の歩みは様々な人に支えられ、背中を押さ
れることによってできているものであることも、確信してい
ます。そうして成人式という一つの区切りを迎え、今度は誰
かを助ける番だと意気込んでおります。
　そのためにもまずは、この重たい私の体を辛抱強く支えて
くださっている方々のためにも、力強く一歩一歩確実に自分
の歩みを進められるようになるとともに、私の周りにいてく
れている人に、すこしずつ、ほんのわずかでも恩返しをして
いきたいと考えています。
　さて、新成人の皆さまは、普段「感謝」ということをして
いますでしょうか。普段から口に、そして、形にして伝えて
いる方も多いとは思います。ですが、私のように「感謝」を
しているとはいっても、普段心の中だけで「感謝」をしてし
まい全く伝えられない人もいるのではないでしょうか。「感
謝」の念は何か言葉や行動にしないと伝わらないのではない
でしょうか。
　今、思いつく限りでも、ここにいる自慢の母、この会場の
どこかにいる大切な父、家族、こんな私を友と呼んでくれる
友人、支えてくださった先輩方など、私には感謝すべき人が
多すぎて、考えるだけで胸がいっぱいになってしまいます。
まだ、私はその人たちにも、この大好きな日田という地に
も、感謝を言葉や行動として何も示せていません。その一歩
を考え、踏み出すことこそ大人への入り口だと考え、誠実で
常に向上心を持って、個々の夢や目標に向かって日々努力で
きる人間になりたいと思います。
　最後に、私たちがここに集い、笑顔で成人式を迎えること
が出来るのは、私たちを大切に育て支えてくれた家族や親
類、進むべき道を教え、導いてくださった先生方、そして、
温かく私たちの成長を見守ってくれた地域の方々、そして何
よりともに歩んだ仲間のおかげです。この感謝の気持ちと、
この日田という地に生まれた誇り、そして成人の誓いを強く
心に刻み、これからの人生を各々の輝かしい未来に向かって
邁進することを誓い、このあいさつで「感謝」を伝える人が
一人でも増えることを願って新成人代表の挨拶とさせていた
だきます。

二十歳の決意発表

松本 萌さん（西有田地区）椋野 誠さん（咸宜地区）
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司会を務めた、立花勇人さん（三花地区）
　　　　　　　川﨑未来さん（咸宜地区）

市民憲章を朗読した、橋本翔汰路さん（前津江地区）
　　　　　　　　　　加藤あやめさん（高瀬地区）
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二十歳
　　の抱負
大人の仲間入りをした新成人。
夢と希望に満ちた門出に、皆さ
んが抱いている「夢」や「目
標」を伺いました。

楢原由惟さん
（光岡地区）

吉田愛結さん
（三花地区）

大倉妃香留さん
（東有田地区）

江嶋宏太さん
（高瀬地区）

小埜京香さん
（朝日地区）

武内 瞬さん
（西有田地区）

栗秋祥梧さん
（咸宜地区）

河上凜太郎さん
（日隈地区）

森山愛子さん
（三芳地区）

平嶋 瑞さん
（桂林地区）

姫路綾音さん
（若宮地区）

まなみひ  か  る

あゆい みずき
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新田大智さん
（大山地区）

井上竜我さん
（小野地区）

足達由文さん
（上津江地区）

河津雄介さん
（天瀬地区）

坂本春希さん
（大鶴地区）

宮﨑日菜さん
（五和地区）

松本愛美さん
（中津江地区）

江藤雄紀さん
（夜明地区）

河津ひかりさん
（前津江地区）

　パトリア前は鮮やかな
晴 れ 姿 の 新 成 人 で 賑 わ
い、久しぶりに会った友
人たちと写真を撮る姿が
多く見られた。
　新成人の笑顔から、こ
れからの日田市を担って
いく若者の「力」を感じ
ることができた。

まなみ

はるき
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マイナンバー制度が始まりました！

広報キャラクター
「マイナちゃん」

教えて！マイナちゃん 連載　その８

　いよいよ、個人番号カードの交付申請をした人へのカード交付が始まりました。
　市役所で受け取る方法で申請をした人（※）は、次のような手順でカードを受け取ることができます。
※郵便で受け取る方法で申請をした人は、以下の手続きは必要ありません。
※代理人での受け取りを希望の人は、持参書類等が異なりますのでお問い合わせください。

次号は連載「教えて！マイナちゃん」最終回だよ

裏面に「個人番号
カード交付・電子
証明書発行通知書
兼照会書」と書か
れています。

①

②

③
④

署名用電子証明書暗証番号
　インターネットで電子文書を送信する際などに、文書が改ざんされていないか
どうか等を確認するための仕組みに利用するもの

・６桁以上16桁以下
・数字とアルファベット
　（大文字）が混在すること

利用者証明用電子証明書暗証番号
　インターネットを閲覧する際などに、利用者本人であることを証明する仕組み
に利用するもの

住民基本台帳用暗証番号

券面事項入力用暗証番号

・数字４桁
※②③④の暗証番号は同じもの
で構いません。

個人番号カード交付の時間外窓口を開設します！
　下記の日時で、個人番号カード交付の時間外窓口を本庁市民課に開設しますの
で、市役所の開庁時間に都合のつかない人は、是非ご利用ください。 　　

【２月・３月の日程】
　　　毎週水曜日　　午後５時～７時
　　　（２月３日・10日・17日・24日／３月２日・９日・16日・23日・30日）
　　　
　　　第２・４週目の土・日曜日　　午前８時30分～午後５時
　　　（２月13日・14日・27日・28日／３月12日・13日・26日・27日）
※カードシステムの都合上、閉庁時間の15分前までにお越しください。
※マイナンバーの通知カードをまだ受け取られていない人は、上記の日時でも受け取ることができます。

暗証番号の種類 文字数などの条件

個人番号カード交付のお知らせハガキの入った封書が
市役所から届きます。ハガキが届いたら、以下の書類
を市役所にご持参ください。

１．

①お知らせハガキ ②通知カード
（紛失の場合を除く）

③本人確認書類
（詳しくは下記をご覧ください）

④印鑑

⑤住民基本
　台帳カード
（持っている人のみ）

～本人確認書類の例（有効期限内のものに限る）～

※詳細はお問い合わせください。

又は

【顔写真が入っていないもの】
　　…２点必要です！
・健康保険証
・医療受給者証
・介護保険被保険者証
・年金手帳、各種年金証書
・児童扶養手当証書
・貯金通帳
　（住所又は生年月日が記載されたもの）
・民間企業などの社員証
・学生証
・生活保護受給者証
・その他公的な証書や書類等

【顔写真入りのもの】
　　…１点持参してください
・住民基本台帳カード（顔写真入り）
・パスポート
・運転免許証
・運転経歴証明書
・身体障害者手帳
・在留カード
・その他顔写真の入った公的な身分証明書や免許証

受付窓口（本庁市民課又は各振興局総務振興係）にて、本人確認書類を提示してください。
（本人確認書類は、コピーさせていただきます）２．

暗証番号設定窓口で、以下の４種類の暗証番号を入力します。３．

すべて完了したら、交付されます。これで手続きは終わりです。４．

【お知らせ】
　広報ひた１月１日号６ページにてお知らせしたマイナンバーを利用する主な手続きのうち、国民健康保険税
の減免申請と市民税の減免申請については、国からの通知によりマイナンバーの記入を不要としました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所1階）

【持ってくる物】

マイナンバーのお問い合わせはこちらへ
マイナンバー総合フリーダイヤル　 ０１２０‐９５‐０１７８（無料）
日田市マイナンバーお問い合わせダイヤル　☎㉒８３０３

個人番号カードの受け取り方法を教えて！

振興局でも個人番号カードの
受け取りができます！

振興局での受け取りを希望す
る人は、お知らせハガキに記
載された連絡先に、その旨を
ご連絡ください。

個人番号カードの交付手続きの際は、混雑が予想されますので、時間に余裕をもってお越しください。
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申告相談会の日程・会場
　市県民税の申告のために、各振興局・地区公民館で申告相談会を開催します。
　市県民税の申告書を提出する人や申告書は送られてきていないが申告する必要がある人、
その他申告に関する相談のある人は、必要な書類等を持参の上、お越しください。
※時間帯にご注意ください。

上津江振興局（２階会議室）
中津江振興局（１階会議室）
前津江振興局（１階会議室）
大山振興局（３階301会議室）
天瀬振興局（本庁舎３階会議室）
天瀬公民館五馬分館
天瀬公民館東渓分館

東有田公民館
西有田公民館
大鶴公民館
日隈公民館
夜明公民館
高瀬公民館
小野公民館
三芳公民館
三花公民館
若宮公民館
朝日公民館
光岡公民館
五和公民館

２月
８日㈪

10:00～15:00

10:00～15:00

9:30～12:00
13:30～16:00

９:30～12:00
９:30～12:00

９:30～12:00
９:30～12:00
13:30～16:00
13:30～16:00

13:30～16:00

９:30～12:00
13:30～16:00
10:00～15:00

10:00～15:00

10:00～15:00

10:00～15:00
10:00～15:00

10:00～15:00

10:00～15:00
10:00～15:00

９日㈫ 10日㈬ 12日㈮ 15日㈪

２月
16日㈫ 17日㈬ 18日㈭ 19日㈮

市県民税申告が必要な人

　平成28年１月１日現在、市
内に住所（居住）がある人で次
に該当する人は、申告が必要で
す。

①事業所得（営業、農業）があ
る人、不動産所得がある人
②給与所得者で次に該当する人
・勤務先から市に給与支払報告
書が提出されていない人
・平成27年中に退職した人で、
年末調整が済んでいない人、
所得税の確定申告をしない人
・給与所得以外に他の所得があ
る人（給与以外の所得が20
万円以下で所得税の確定申告
をする必要がない人でも市県
民税の申告が必要です）
③給与所得者や年金受給者で、
社会保険料控除・生命保険料
控除・地震保険料控除・扶養
控除・医療費控除・寄附金控
除・雑損控除等を市県民税の
申告書で申告する人
④平成27年中に日田市に転入
した人

※詳細は、市ホームページをご覧
になるか、税務課市民税係又は
申告相談会場でお問い合わせく
ださい。

　所得がなくても国民健康保険
や後期高齢者医療保険に加入し
ている場合、所得に関する証明
書が必要な場合（年金、児童手
当、公営住宅、奨学金などの手
続）は、申告が必要です。

■提出場所　　　市役所１階　税務課市民税係
■窓口受付時間　平日の午前８時30分～午後５時
※農業所得があり、農業所得用の収支内訳書が送付された人は、申告書と
一緒に同封して提出してください。
※申告書は郵送でも受け付けます。申告書に同封している返信用封筒で提
出してください。

申告に必要なもの
□印鑑
□平成27年中の所得が分かるもの
　給与・年金の源泉徴収票、給与明細書、事業主の証明書、収支内訳書など
□領収書、支払証明書（原本が必要）
　社会保険料（国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険・国民年金
など）や生命保険料、地震保険料など

□医療費の領収書、保険金などで補てんされた金額が分かるもの
　医療費控除の適用を受ける人
□障害者手帳、療育手帳などの証明書
　障害者控除の適用を受ける人

所得税の確定申告はお早めに
■受付期間
　２月16日㈫～３月15日㈫（土・日曜日を除く）
　午前９時～午後４時
■受付場所　市役所７階　中会議室
※申告書は国税庁ホームページで作成し、印刷して郵便又はe-Taxによる提出も可
能です。

※申告期限間際は例年、申告会場が混み合いますので、早めの申告をお願いします。
問日田税務署☎㉓２１３６

①市県民税の申告書は２月１日付けで送付します。
②例年、所得税の確定申告をする人や勤務先から市に給与
支払報告書が提出された人には送付しません。
③申告が必要な人で申告書が届かない場合は、税務課の窓
口又は申告相談会にお越しください。

（申告書は、市ホームページからもダウンロードできます）

※咸宜、桂林、田島地区の人は、随時、市役所１階税務課市民税係にお越しください。
※所得税の「確定申告書」（税務署提出用）で記入要領等がわからない場合は、日田税務
署又は市役所７階確定申告会場（開催期間２月16日～３月15日）でお尋ねください。

休日相談会
■とき　　２月７日㈰・14日㈰　午前９時～午後４時
■ところ　市役所１階　税務課市民税係

税の申告
２月29日㈪まで申告受付期限

　所得や控除の申告が必要と思われる人に、市県民税申告
書（兼国民健康保険税・介護保険料申告書）を送付してい
ます。
　申告書が届いた人は、必ず提出してください。

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

平成28年度

10:00～15:00

ふるさと納税（寄附）ワンストップ特例制度を申請された人へ
　　ふるさと納税（寄附）ワンストップ特例制度の申請をされた人が、確定申告書や市県民税
申告書の提出をする場合は、特例制度は適用されず、改めて寄附金控除を受けるための申告
をする必要がありますので、ご注意ください。（申告には、寄附金の受領書等が必要になり
ます）

13:30～16:00
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市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

●臨時職員を募集します

●一斉情報伝達訓練を実施します
　市では、全国瞬時警報システムＪ‐ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）を使用
した、一斉情報伝達訓練放送を実施します。

▶とき
　２月18日㈭　午後２時15分頃
▶放送内容　
　「チャイム～これはテストです。～チャイム」
※最大音量で放送されます。また気象状況等により中止する場合があります。

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

●集落支援員を募集します
　市では、人口の減少と高齢化が著しい地域の集落の維
持・活性化を図るため、地域の点検活動を行い、生活状
況の把握や住民と行政の連絡調整等を手伝っていただ
く、「集落支援員」を募集します。

▶対象　次の全てに該当する人
①現在募集地域に居住しており、その地域に住民票を有

している人
②地域の伝統や風習になじんでおり、集落の実情や地理

に詳しい人
③地域振興に意欲があり、住民や行政職員及び地域おこ

し協力隊と十分にコミュニケーションが取れる人
④普通自動車免許を持っていて、実際の運転経験が１年

以上ある人
⑤パソコンの一般的な操作ができる人（ワード、エクセ

ル、Ｅメールなど）
▶活動内容
①集落を巡回し、住民への声掛けを行う等の生活状況及

び課題の把握
②地域の問題解決及び維持活性化に係る取組の支援
③振興協議会等各種団体の事務支援及び行政との連絡調整
④移住及び定住に向けた相談や支援
▶募集人数と主な活動地域
　４人（天瀬町、大山町、前津江町、中津江村　各１人）
▶任期
　委嘱した日～平成29年３月31日
　（最長で平成31年３月31日まで延長可能）

▶報償　
　月額18万円
※集落支援員として日田市長が委嘱します。（市の職員として

の採用ではありません）
※申込用紙に必要事項を記入の上、下記に提出。申込用紙は、

市役所６階地域振興課及び各振興局に備え付けています。
▶申込先
　〒８７７‐８６０１
　（住所記載不要）地域振興課地域振興係
▶申込期限　
　２月29日㈪

職種 採用予定者数  　　　任用期間 　　　必要書類
一般事務
学校連絡員
レセプト点検事務

調理員
学校図書司書
保育士

各25人程度

４月～
平成29年３月

履歴書

履歴書及び
資格証の写し

基本的なパソコン操作ができる人

▶申込方法　必要書類を総務課職員係（市役所４階）に提出してください。
※書類提出時に面接を行います。（事前の連絡の必要はありません）
▶提出期間　２月１日㈪～12日㈮（平日の午後１時～５時）

　市では市役所の臨時職員を募集します。

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

病院等で医療事務の経験がある人
保健師、看護師、准看護師の
いずれかの資格を有する人
調理師の資格を有する人
司書の資格を有する人
保育士及び幼稚園教諭の資格を有する人

若干名
介護認定調査員

問地域振興課地域振興係☎㉒８３５６（市役所６階）

●第36回日田おおやま梅まつり

問大山まつり実行委員会事務局☎�３１０１（大山振興局内）

必要な資格・技能

全国瞬時警報システム

▶とき　　２月21日㈰
　　　　　午後１時30分～４時
▶ところ　パトリア日田　小ホール
▶演題　　「朱子学と江戸時代の教育」
▶講師　　関西大学教授　吾妻 重二氏

●「咸宜園の日」記念講演会・ギャラリー展
咸宜園教育顕彰事業

【淡窓先生に学ぶ学校の取組展示】
▶とき　　2月16日㈫～28日㈰
　　　　　午前９時～午後６時
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー

　咸宜園教育顕彰事業の表彰式に併せて、記念講演会を開催します。入場無料です。

問咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８（水曜日休館）

▶開催期間　２月21日㈰～３月20日㈰

おおくぼ台梅園メインイベント
３月６日㈰　午前10時～
梅娘認証式、豊作祈願祭、式典、餅ま
き、アトラクション、野点（日田高等学
校茶道部）、緑化木無料配布、出店ほか
＜アトラクション出演団体＞
大山小学校１・２年生、烏宿太鼓クラ
ブ、大山ジュニアブラスバンド、日田も
りあ下駄い、大山中学校吹奏楽部、昭和
学園高等学校バトン部、祇園囃子なでし
こ会

ふるや台梅園イベント
３月13日㈰　午前11時～
開会行事、アトラクション、緑化木無料
配布、出店
＜アトラクション出演団体＞
つづき保育園、大山小学校３年生、大山
ジュニアブラスバンド、大山中学校吹奏
楽部、藤蔭高等学校吹奏楽部、手芸サー
クルあさぎり

　約１万本の梅の花が咲き誇ります。一足早い春の訪れを満喫してください。
　期間中は、下記のイベントに加え、火祭りや梅園散策ウォッチング、フォトコン
テストなどが行われます。

1956年生まれ。
関西大学教授、日田市世界遺産登録検討委員会委員、日本中
国学会評議員、国際儒学連合会理事。
専門は儒教史。朱子学や儒教儀礼、書院を研究し、中国、韓
国、ベトナム、日本など東アジア地域に研究領域を広げ、学
際的研究を進めている。

主要著作に『朱子学の新研究』（創文社、2004年）、『馮
友蘭自伝－中国現代哲学者の回想１・２』（訳注、平凡社東
洋文庫、2007年）、『宋代思想の研究－儒教 道教 仏教をめ
ぐる考察』（関西大学出版部、2009年）、『泊園書院歴史
資料集』（関西大学出版部、2010年）等がある。

講師：吾妻重二氏

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

　高齢者肺炎球菌ワクチンが、定期予防接種として対象
になるのは生涯で１回だけです。実施医療機関は、健康
保険課又は各医療機関にお問い合わせください。なお、
予防接種を受けることについては、それぞれ個人で判断
してください。

▶対象（市内に住民登録をしている人）
・次の年齢になる人
【65歳】
（昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれの人）
【70歳】
（昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれの人）
【75歳】
（昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれの人）
【80歳】
（昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれの人）
【85歳】
（昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれの人）
【90歳】
（大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれの人）
【95歳】
（大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれの人）
【100歳】
（大正４年４月２日～大正５年４月１日生まれの人）
※対象者には平成27年４月に個別通知を送付しています。

・60～65歳未満で心臓・腎臓若しくは呼吸器の機能又
はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があ
り、身体障害者障害程度等級表１級に相当する人

※今までに肺炎球菌予防ワクチンを接種した人は助成の対象外
です。

▶自己負担額　2,360円（予防接種を安全に接種できる
かを判定する診察のみの場合は910円）

※対象者で生活保護を受けている人又は平成27年度市民税非
課税世帯の人は無料です。その場合、証明書が必要ですの
で、生活保護を受けている人は社会福祉課、市民税非課税世
帯の人は税務課で証明書を取得し、予防接種を受ける際に医
療機関に提出してください。

▶持参するもの　
①予診票
②住所・氏名・年齢を確認できるもの（健康保険証な

ど）
③身体障害者手帳など（必要な人のみ）
※県外の医療機関で受ける場合は、個別の手続きが必要ですの

で、事前にお問い合わせください。

平成27年度対象になる人は３月31日が期限
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くらしの情報 くらしの情報次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈪に発送します。Information ２.１

日
田
消
防
署
庁
舎
移
転

　
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
・
日
田
消
防

署
は
、
２
月
23
日
㈫
か
ら
新
庁
舎
（
大
字

渡
里
１
１
１
番
地
１
〈
日
田
イ
ン
タ
ー

口
〉
）
に
移
転
し
ま
す
。

※
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
㉔
２
２
０
４

日
田
市
小
規
模
修
繕
業
務
等

　
　
　
　
業
者
登
録
申
請
受
付

　
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
契
約
の

う
ち
、
小
額
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
（
30

万
円
以
内
）
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
業
種

　
大
工
、
左
官
、
屋
根
、
内
装
、
電
気
、

管
、
建
具
、
ガ
ラ
ス
、
塗
装
、
畳
、
と

び
、
板
金
、
そ
の
他
（
除
草
等
）

■
登
録
条
件
　

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
き
、
日
田

市
公
共
工
事
建
設
業
者
等
指
名
参
加
資

格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

※
登
録
を
し
た
人
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模

な
修
繕
等
の
契
約
の
際
の
見
積
業
者
選
定
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
見
積
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
間

  

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

※
そ
の
他
の
期
間
も
随
時
受
付
を
行
い
ま
す

が
、
登
録
は
申
請
し
た
月
の
翌
月
の
１
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

■
有
効
期
間
　

　
受
付
の
年
の
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
31
日
ま
で

■
申
請
方
法
　

　
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
に
持
参

※
登
録
申
請
書
及
び
案
内
は
、
左
記
及
び
各
振

興
局
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
契
約
検
査
室
工
事
契
約
検
査
係

　
☎
㉒
８
５
２
０
（
市
役
所
２
階
）

大
分
県
交
通
災
害
共
済

　
　
　
　
　
　
加
入
受
付
開
始

　
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
自
治
会
を
通
し
て
大
分
県
交
通
災
害

共
済
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
一
人
３
６

０
円
を
添
え
て
各
自
治
会
の
班
長
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
及
び
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

ほ
だ
木
造
成
緊
急
支
援
事
業

原
木
し
い
た
け
生
産
者
へ

　
原
木
し
い
た
け
生
産
者
又
は
そ
の
生
産

者
で
構
成
す
る
団
体
を
対
象
に
原
木
し
い

た
け
の
種
駒
助
成
を
行
い
ま
す
。
し
い
た

け
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
組

合
、
加
入
し
て
い
な
い
人
は
左
記
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
補
助
の
対
象
に
な
る
資
格
、
補
助
金
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　

　
３
月
８
日
㈫

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

　
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
、
特
別
の
介

護
を
要
す
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

■
振
込
日
　
２
月
10
日
㈬

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
２

月
５
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支
払
が
差
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
19
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
10
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
合
同
発
表
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
で
、
一
年
間
練
習
・
修
練
し
た

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
発
表
す
る
合

同
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
と
き

　
２
月
20
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
開
場
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

※
カ
ラ
オ
ケ
、
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
三

味
線
、
太
鼓
、
シ
ニ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
、
地
区
代
表
芸
能
団
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

各
教
室
の
作
品
展
示
も
行
い
ま
す
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
２
１
２
３

ヒ
タ
モ
ノ
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
成
果
物
発
表
会

　
日
田
市
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
日
田

の
素
材
を
活
か
し
た
商
品
と
観
光
商
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
６
つ
の
商
品
と
４
つ
の
観
光

商
品
を
企
画
し
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
会

で
は
そ
れ
ら
を
ご
紹
介
し
、
開
発
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
公
開
し
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
24
日
㈬

　
第
１
部
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
第
２
部
　
午
後
４
時
〜
６
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ス
タ
ジ
オ
１

■
参
加
費
　
無
料

問
ヒ
タ
モ
ノ
つ
く
り
（
日
田
市
雇
用
創
造

協
議
会
）
☎
㉒
３
５
６
７

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
募
集

　
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
分
野
（
事
務
職

員
を
除
く
）
へ
の
就
職
や
、
林
業
を
新
た

に
始
め
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
、
林
業

の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
を
行
い

ま
す
。

※
研
修
期
間
中
は
、
月
額
12
万
５
千
円
の
就
業
準

備
給
付
金
の
支
給
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
研
修
期
間
　

　
４
月
21
日
㈭
〜
平
成
29
年
3
月
22
日
㈬

■
研
修
場
所

　
大
分
県
林
業
研
修
所
及
び
県
内
の
林
業

現
場
等

■
募
集
数
　
10
人

■
受
講
料
　
無
料

※
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

又
は
持
参
。
受
講
申
込
書
は
（
公
財
）
森
林

ネ
ッ
ト
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://oita‐
m

ori.net/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
３
月
７
日
㈪

問
（
公
財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

　
☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
３
０
０
９

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

畜
産
後
継
者
養
成
研
修

　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
募
集

　
将
来
、
畜
産
経
営
を
志
す
、
新
規
学
卒

者
又
は
社
会
人
経
験
者
を
対
象
に
研
修
を

行
い
ま
す
。

■
研
修
期
間
　

　
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
一
年
間

■
研
修
場
所
　

　
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
（
竹
田
市

久
住
町
）

■
募
集
数
　

　
５
人
（
随
時
面
接
に
よ
り
選
考
）

※
募
集
要
項
は
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.oita.

　jp/soshiki/15403/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
３
月
15
日
㈫

問
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
４
‐
７
６
‐
１
２
１
４

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催

　
三
隈
川
の
水
辺
に
飛
来
し
た
渡
り
鳥
な

ど
を
観
察
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
と
き
　
２
月
14
日
㈰
　

　
午
前
８
時
〜
正
午

　
（
亀
山
公
園
駐
車
場
集
合
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
防
寒
具
や
筆
記
用
具
は
各
自
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
双
眼
鏡
を
持
っ
て
い
る
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
な
ど
相
続

に
ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
２
月
１
日
㈪
〜
29
日
㈪

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

２
月
特
別
鑑
賞
例
会
・
人
形
劇

「
み
て
て
も
、
い
い
？
」
（
く
わ
え
・
ぱ

ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
＆
ひ
つ
じ
の
カ
ン
パ
ニ

ー
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
13
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

　
桂
林
公
民
館

※
会
員
は
無
料
。
当
日
入
会
で
き
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

　
☎
㉓
０
１
９
１
（
月
・
水
・
金
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
）

日
田
の
古
謡
公
開
講
座

　
日
田
の
古
謡
の
発
掘
と
保
存
を
テ
ー
マ

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
14
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
民
謡
邦
楽
部
☎
㉒
３
４
０
８
（
樋
口
）

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
17
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

「
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
」
開
設

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な

要
求
等
の
困
り
事
に
つ
い
て
、
弁
護
士
や
警

察
官
等
が
面
接
又
は
電
話
に
よ
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
19
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
５
会
議
室
（
大
分
市
）

□
相
談
電
話
　

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

問
（
公
財
）
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
３
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
２
月
24
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「夢・希望・憧れ」の侵害 

　「ご両親の出身地はどこですか」。
　就職試験でこのように尋ねられたら、どうし
ますか。特に違和感なく答えることもあるかも
しれませんが、大抵は疑問や戸惑いを隠せない
のでは…。
　「就職差別」。日本にはこの概念が社会に定
着していませんでした。「企業が誰を雇うかは
企業の自由」といった趣旨の最高裁判例もある
ように、国や地方公共団体の職員の採用におい
ても、かつては広範な身元調査が行われていま
した。
　就職差別に反対する動きが始まったのは1960
年代。子供たちの「夢や希望、憧れ」を壊した
くない強い意思のもと、学校現場を中心に部落
と就職差別の関わりについて研究が進められ、
就職差別撤廃の取組が全国に広がっていきま
す。
　1970年代に入ると国の通達により「統一応募
書類」の使用が開始され、さらには戸籍の公開
制限など、就職の機会均等を確保する枠組みの
前進が図られていきます。その一方で、1975
年「部落地名総鑑事件」が発覚し、大企業の差
別体質の根深さが明らかになりました。冒頭の
ような質問には、同和関係者や在日韓国・朝鮮
人を排除しようとする意図が見え隠れしていま
す。
　今でも「家族構成や両親の仕事」など就職と
は直接関わりのないことを尋ねられる事例が後
を絶ちません。企業が将来展望や健全な会社運
営のために、採用に慎重になることは理解でき
ますが、アメリカでは履歴書の写真の貼付、年
齢や国籍の記入さえも差別として扱われてお
り、日本との違いは明らかです。
　就職は、憲法で保障された「職業選択の自
由」に基づく生存権の行使ともいえます。根拠
のない差別を背景とした「聞きたがり」が一生
を台無しにしてしまわぬよう、選ぶ側の公正
な「心」はなくてはならないものです。

　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

イ
ベ
ン
ト

募
集

くらしの情報

う 

た

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

定
住
自
立
圏
共
生

　
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
意
見
募
集

　
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
を

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役

所
３
日
窓
口
、
総
務
課
、
各
振
興
局
・

振
興
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
（
各

振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く

10
箇
所
）

■
意
見
の
提
出
方
法
　
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
上
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
総
務
課
、
各
振
興
局
、

振
興
セ
ン
タ
ー
に
持
参
の
い
ず
れ
か
で

提
出

■
募
集
期
限
　
２
月
29
日
㈪

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
企
画
課
政
策
企
画
係
（
市
役
所
６
階
）

　
☎
㉒
８
２
２
７
　
㉒
８
３
２
４

地
方
創
生
に
関
す
る
講
演
会
開
催

　
「
経
済
的
に
自
立
し
た
稼
ぐ
ま
ち
づ
く

り
（
仮
）
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
　

　
２
月
15
日
㈪
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
講
師
　
Ｃ
Ｒ
Ａ
合
同
会
社
　
岡
崎
正
信
氏 

（
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
伝
道
師
）

問
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

●臨時職員を募集します

●一斉情報伝達訓練を実施します
　市では、全国瞬時警報システムＪ‐ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）を使用
した、一斉情報伝達訓練放送を実施します。

▶とき
　２月18日㈭　午後２時15分頃
▶放送内容　
　「チャイム～これはテストです。～チャイム」
※最大音量で放送されます。また気象状況等により中止する場合があります。

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

●集落支援員を募集します
　市では、人口の減少と高齢化が著しい地域の集落の維
持・活性化を図るため、地域の点検活動を行い、生活状
況の把握や住民と行政の連絡調整等を手伝っていただ
く、「集落支援員」を募集します。

▶対象　次の全てに該当する人
①現在募集地域に居住しており、その地域に住民票を有

している人
②地域の伝統や風習になじんでおり、集落の実情や地理

に詳しい人
③地域振興に意欲があり、住民や行政職員及び地域おこ

し協力隊と十分にコミュニケーションが取れる人
④普通自動車免許を持っていて、実際の運転経験が１年

以上ある人
⑤パソコンの一般的な操作ができる人（ワード、エクセ

ル、Ｅメールなど）
▶活動内容
①集落を巡回し、住民への声掛けを行う等の生活状況及

び課題の把握
②地域の問題解決及び維持活性化に係る取組の支援
③振興協議会等各種団体の事務支援及び行政との連絡調整
④移住及び定住に向けた相談や支援
▶募集人数と主な活動地域
　４人（天瀬町、大山町、前津江町、中津江村　各１人）
▶任期
　委嘱した日～平成29年３月31日
　（最長で平成31年３月31日まで延長可能）

▶報償　
　月額18万円
※集落支援員として日田市長が委嘱します。（市の職員として

の採用ではありません）
※申込用紙に必要事項を記入の上、下記に提出。申込用紙は、

市役所６階地域振興課及び各振興局に備え付けています。
▶申込先
　〒８７７‐８６０１
　（住所記載不要）地域振興課地域振興係
▶申込期限　
　２月29日㈪

職種 採用予定者数  　　　任用期間 　　　必要書類
一般事務
学校連絡員
レセプト点検事務

調理員
学校図書司書
保育士

各25人程度

４月～
平成29年３月

履歴書

履歴書及び
資格証の写し

基本的なパソコン操作ができる人

▶申込方法　必要書類を総務課職員係（市役所４階）に提出してください。
※書類提出時に面接を行います。（事前の連絡の必要はありません）
▶提出期間　２月１日㈪～12日㈮（平日の午後１時～５時）

　市では市役所の臨時職員を募集します。

問総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

病院等で医療事務の経験がある人
保健師、看護師、准看護師の
いずれかの資格を有する人
調理師の資格を有する人
司書の資格を有する人
保育士及び幼稚園教諭の資格を有する人

若干名
介護認定調査員

問地域振興課地域振興係☎㉒８３５６（市役所６階）

●第36回日田おおやま梅まつり

問大山まつり実行委員会事務局☎�３１０１（大山振興局内）

必要な資格・技能

全国瞬時警報システム

▶とき　　２月21日㈰
　　　　　午後１時30分～４時
▶ところ　パトリア日田　小ホール
▶演題　　「朱子学と江戸時代の教育」
▶講師　　関西大学教授　吾妻 重二氏

●「咸宜園の日」記念講演会・ギャラリー展
咸宜園教育顕彰事業

【淡窓先生に学ぶ学校の取組展示】
▶とき　　2月16日㈫～28日㈰
　　　　　午前９時～午後６時
▶ところ　パトリア日田　ギャラリー

　咸宜園教育顕彰事業の表彰式に併せて、記念講演会を開催します。入場無料です。

問咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８（水曜日休館）

▶開催期間　２月21日㈰～３月20日㈰

おおくぼ台梅園メインイベント
３月６日㈰　午前10時～
梅娘認証式、豊作祈願祭、式典、餅ま
き、アトラクション、野点（日田高等学
校茶道部）、緑化木無料配布、出店ほか
＜アトラクション出演団体＞
大山小学校１・２年生、烏宿太鼓クラ
ブ、大山ジュニアブラスバンド、日田も
りあ下駄い、大山中学校吹奏楽部、昭和
学園高等学校バトン部、祇園囃子なでし
こ会

ふるや台梅園イベント
３月13日㈰　午前11時～
開会行事、アトラクション、緑化木無料
配布、出店
＜アトラクション出演団体＞
つづき保育園、大山小学校３年生、大山
ジュニアブラスバンド、大山中学校吹奏
楽部、藤蔭高等学校吹奏楽部、手芸サー
クルあさぎり

　約１万本の梅の花が咲き誇ります。一足早い春の訪れを満喫してください。
　期間中は、下記のイベントに加え、火祭りや梅園散策ウォッチング、フォトコン
テストなどが行われます。

1956年生まれ。
関西大学教授、日田市世界遺産登録検討委員会委員、日本中
国学会評議員、国際儒学連合会理事。
専門は儒教史。朱子学や儒教儀礼、書院を研究し、中国、韓
国、ベトナム、日本など東アジア地域に研究領域を広げ、学
際的研究を進めている。

主要著作に『朱子学の新研究』（創文社、2004年）、『馮
友蘭自伝－中国現代哲学者の回想１・２』（訳注、平凡社東
洋文庫、2007年）、『宋代思想の研究－儒教 道教 仏教をめ
ぐる考察』（関西大学出版部、2009年）、『泊園書院歴史
資料集』（関西大学出版部、2010年）等がある。

講師：吾妻重二氏

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう

　高齢者肺炎球菌ワクチンが、定期予防接種として対象
になるのは生涯で１回だけです。実施医療機関は、健康
保険課又は各医療機関にお問い合わせください。なお、
予防接種を受けることについては、それぞれ個人で判断
してください。

▶対象（市内に住民登録をしている人）
・次の年齢になる人
【65歳】
（昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれの人）
【70歳】
（昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれの人）
【75歳】
（昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれの人）
【80歳】
（昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれの人）
【85歳】
（昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれの人）
【90歳】
（大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれの人）
【95歳】
（大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれの人）
【100歳】
（大正４年４月２日～大正５年４月１日生まれの人）
※対象者には平成27年４月に個別通知を送付しています。

・60～65歳未満で心臓・腎臓若しくは呼吸器の機能又
はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害があ
り、身体障害者障害程度等級表１級に相当する人

※今までに肺炎球菌予防ワクチンを接種した人は助成の対象外
です。

▶自己負担額　2,360円（予防接種を安全に接種できる
かを判定する診察のみの場合は910円）

※対象者で生活保護を受けている人又は平成27年度市民税非
課税世帯の人は無料です。その場合、証明書が必要ですの
で、生活保護を受けている人は社会福祉課、市民税非課税世
帯の人は税務課で証明書を取得し、予防接種を受ける際に医
療機関に提出してください。

▶持参するもの　
①予診票
②住所・氏名・年齢を確認できるもの（健康保険証な

ど）
③身体障害者手帳など（必要な人のみ）
※県外の医療機関で受ける場合は、個別の手続きが必要ですの

で、事前にお問い合わせください。

平成27年度対象になる人は３月31日が期限
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くらしの情報 くらしの情報次回の広報ひた２月15日号は、２月15日㈪に発送します。Information ２.１

日
田
消
防
署
庁
舎
移
転

　
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
・
日
田
消
防

署
は
、
２
月
23
日
㈫
か
ら
新
庁
舎
（
大
字

渡
里
１
１
１
番
地
１
〈
日
田
イ
ン
タ
ー

口
〉
）
に
移
転
し
ま
す
。

※
電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
㉔
２
２
０
４

日
田
市
小
規
模
修
繕
業
務
等

　
　
　
　
業
者
登
録
申
請
受
付

　
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
契
約
の

う
ち
、
小
額
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
（
30

万
円
以
内
）
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
業
種

　
大
工
、
左
官
、
屋
根
、
内
装
、
電
気
、

管
、
建
具
、
ガ
ラ
ス
、
塗
装
、
畳
、
と

び
、
板
金
、
そ
の
他
（
除
草
等
）

■
登
録
条
件
　

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
き
、
日
田

市
公
共
工
事
建
設
業
者
等
指
名
参
加
資

格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

※
登
録
を
し
た
人
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模

な
修
繕
等
の
契
約
の
際
の
見
積
業
者
選
定
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
見
積
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
間

  

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

※
そ
の
他
の
期
間
も
随
時
受
付
を
行
い
ま
す

が
、
登
録
は
申
請
し
た
月
の
翌
月
の
１
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

■
有
効
期
間
　

　
受
付
の
年
の
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３

月
31
日
ま
で

■
申
請
方
法
　

　
提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
に
持
参

※
登
録
申
請
書
及
び
案
内
は
、
左
記
及
び
各
振

興
局
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
契
約
検
査
室
工
事
契
約
検
査
係

　
☎
㉒
８
５
２
０
（
市
役
所
２
階
）

大
分
県
交
通
災
害
共
済

　
　
　
　
　
　
加
入
受
付
開
始

　
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
自
治
会
を
通
し
て
大
分
県
交
通
災
害

共
済
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
は
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
一
人
３
６

０
円
を
添
え
て
各
自
治
会
の
班
長
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
及
び
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

ほ
だ
木
造
成
緊
急
支
援
事
業

原
木
し
い
た
け
生
産
者
へ

　
原
木
し
い
た
け
生
産
者
又
は
そ
の
生
産

者
で
構
成
す
る
団
体
を
対
象
に
原
木
し
い

た
け
の
種
駒
助
成
を
行
い
ま
す
。
し
い
た

け
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
組

合
、
加
入
し
て
い
な
い
人
は
左
記
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
補
助
の
対
象
に
な
る
資
格
、
補
助
金
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　

　
３
月
８
日
㈫

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

　
精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
、
特
別
の
介

護
を
要
す
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

■
振
込
日
　
２
月
10
日
㈬

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
が
支
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
の
援
護
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
２

月
５
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
支
払
が
差
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き
　
２
月
19
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
２
月
10
日
㈬

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
合
同
発
表
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
で
、
一
年
間
練
習
・
修
練
し
た

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
発
表
す
る
合

同
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
と
き

　
２
月
20
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
開
場
）

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

※
カ
ラ
オ
ケ
、
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
三

味
線
、
太
鼓
、
シ
ニ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
、
地
区
代
表
芸
能
団
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

各
教
室
の
作
品
展
示
も
行
い
ま
す
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
２
１
２
３

ヒ
タ
モ
ノ
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
成
果
物
発
表
会

　
日
田
市
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
、
日
田

の
素
材
を
活
か
し
た
商
品
と
観
光
商
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
６
つ
の
商
品
と
４
つ
の
観
光

商
品
を
企
画
し
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
会

で
は
そ
れ
ら
を
ご
紹
介
し
、
開
発
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
公
開
し
ま
す
。

■
と
き

　
２
月
24
日
㈬

　
第
１
部
　
午
後
１
時
〜
３
時

　
第
２
部
　
午
後
４
時
〜
６
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
ス
タ
ジ
オ
１

■
参
加
費
　
無
料

問
ヒ
タ
モ
ノ
つ
く
り
（
日
田
市
雇
用
創
造

協
議
会
）
☎
㉒
３
５
６
７

　
商
工
労
政
課
商
業
・
労
働
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
お
い
た
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
募
集

　
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
分
野
（
事
務
職

員
を
除
く
）
へ
の
就
職
や
、
林
業
を
新
た

に
始
め
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に
、
林
業

の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
を
行
い

ま
す
。

※
研
修
期
間
中
は
、
月
額
12
万
５
千
円
の
就
業
準

備
給
付
金
の
支
給
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
研
修
期
間
　

　
４
月
21
日
㈭
〜
平
成
29
年
3
月
22
日
㈬

■
研
修
場
所

　
大
分
県
林
業
研
修
所
及
び
県
内
の
林
業

現
場
等

■
募
集
数
　
10
人

■
受
講
料
　
無
料

※
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

又
は
持
参
。
受
講
申
込
書
は
（
公
財
）
森
林

ネ
ッ
ト
お
お
い
た
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://oita‐
m

ori.net/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
３
月
７
日
㈪

問
（
公
財
）
森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

　
☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
３
０
０
９

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

畜
産
後
継
者
養
成
研
修

　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
募
集

　
将
来
、
畜
産
経
営
を
志
す
、
新
規
学
卒

者
又
は
社
会
人
経
験
者
を
対
象
に
研
修
を

行
い
ま
す
。

■
研
修
期
間
　

　
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
一
年
間

■
研
修
場
所
　

　
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
（
竹
田
市

久
住
町
）

■
募
集
数
　

　
５
人
（
随
時
面
接
に
よ
り
選
考
）

※
募
集
要
項
は
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.oita.

　jp/soshiki/15403/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
３
月
15
日
㈫

問
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
４
‐
７
６
‐
１
２
１
４

　
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催

　
三
隈
川
の
水
辺
に
飛
来
し
た
渡
り
鳥
な

ど
を
観
察
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
と
き
　
２
月
14
日
㈰
　

　
午
前
８
時
〜
正
午

　
（
亀
山
公
園
駐
車
場
集
合
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
防
寒
具
や
筆
記
用
具
は
各
自
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
双
眼
鏡
を
持
っ
て
い
る
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
な
ど
相
続

に
ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
２
月
１
日
㈪
〜
29
日
㈪

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

２
月
特
別
鑑
賞
例
会
・
人
形
劇

「
み
て
て
も
、
い
い
？
」
（
く
わ
え
・
ぱ

ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
＆
ひ
つ
じ
の
カ
ン
パ
ニ

ー
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
13
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

　
桂
林
公
民
館

※
会
員
は
無
料
。
当
日
入
会
で
き
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
田
子
ど
も
劇
場

　
☎
㉓
０
１
９
１
（
月
・
水
・
金
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
）

日
田
の
古
謡
公
開
講
座

　
日
田
の
古
謡
の
発
掘
と
保
存
を
テ
ー
マ

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
14
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
民
謡
邦
楽
部
☎
㉒
３
４
０
８
（
樋
口
）

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
17
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

「
民
事
介
入
暴
力
集
中
相
談
所
」
開
設

　
暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不
当
な

要
求
等
の
困
り
事
に
つ
い
て
、
弁
護
士
や
警

察
官
等
が
面
接
又
は
電
話
に
よ
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
２
月
19
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
０
５
会
議
室
（
大
分
市
）

□
相
談
電
話
　

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

問
（
公
財
）
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
４
７
０
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
３
月
３
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
２
月
24
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「夢・希望・憧れ」の侵害 

　「ご両親の出身地はどこですか」。
　就職試験でこのように尋ねられたら、どうし
ますか。特に違和感なく答えることもあるかも
しれませんが、大抵は疑問や戸惑いを隠せない
のでは…。
　「就職差別」。日本にはこの概念が社会に定
着していませんでした。「企業が誰を雇うかは
企業の自由」といった趣旨の最高裁判例もある
ように、国や地方公共団体の職員の採用におい
ても、かつては広範な身元調査が行われていま
した。
　就職差別に反対する動きが始まったのは1960
年代。子供たちの「夢や希望、憧れ」を壊した
くない強い意思のもと、学校現場を中心に部落
と就職差別の関わりについて研究が進められ、
就職差別撤廃の取組が全国に広がっていきま
す。
　1970年代に入ると国の通達により「統一応募
書類」の使用が開始され、さらには戸籍の公開
制限など、就職の機会均等を確保する枠組みの
前進が図られていきます。その一方で、1975
年「部落地名総鑑事件」が発覚し、大企業の差
別体質の根深さが明らかになりました。冒頭の
ような質問には、同和関係者や在日韓国・朝鮮
人を排除しようとする意図が見え隠れしていま
す。
　今でも「家族構成や両親の仕事」など就職と
は直接関わりのないことを尋ねられる事例が後
を絶ちません。企業が将来展望や健全な会社運
営のために、採用に慎重になることは理解でき
ますが、アメリカでは履歴書の写真の貼付、年
齢や国籍の記入さえも差別として扱われてお
り、日本との違いは明らかです。
　就職は、憲法で保障された「職業選択の自
由」に基づく生存権の行使ともいえます。根拠
のない差別を背景とした「聞きたがり」が一生
を台無しにしてしまわぬよう、選ぶ側の公正
な「心」はなくてはならないものです。

　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

イ
ベ
ン
ト

募
集

くらしの情報

う 

た

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。

定
住
自
立
圏
共
生

　
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
意
見
募
集

　
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
を

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役

所
３
日
窓
口
、
総
務
課
、
各
振
興
局
・

振
興
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
（
各

振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く

10
箇
所
）

■
意
見
の
提
出
方
法
　
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
上
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
総
務
課
、
各
振
興
局
、

振
興
セ
ン
タ
ー
に
持
参
の
い
ず
れ
か
で

提
出

■
募
集
期
限
　
２
月
29
日
㈪

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　
企
画
課
政
策
企
画
係
（
市
役
所
６
階
）

　
☎
㉒
８
２
２
７
　
㉒
８
３
２
４

地
方
創
生
に
関
す
る
講
演
会
開
催

　
「
経
済
的
に
自
立
し
た
稼
ぐ
ま
ち
づ
く

り
（
仮
）
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
　

　
２
月
15
日
㈪
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
　
大
会
議
室

■
講
師
　
Ｃ
Ｒ
Ａ
合
同
会
社
　
岡
崎
正
信
氏 

（
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
伝
道
師
）

問
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）
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まちの話題

春には元気な姿を
　「老木の保全」のボランティア活動を行ってい
る、大分県樹苗生産協同農業組合緑青会（以下、緑青
会）が、12月14日、「大原のしだれ桜」の土壌改良
活動を行った。しだれ桜は、ここ数年花つきが悪く、
心配していた地元自治会から緑青会に診断依頼があ
り、今回の活動を行うこととなった。春に元気な花が
咲くことを願い、樹木医とともに作業に励んでいた。

３年連続29回目の優勝
　11月８日に行われた、第45回大分県技能祭にお
いて、日田地域技能士会が３年連続29回目の大分
県知事賞（第１位）を受賞し、12月28日、市長報
告に訪れた。この大会には日田管内から15人が出
場し個人の部３種目において、３人が優勝した他、
４人が入賞した。受賞者は、今後も技術の向上、後
継者の育成に力を入れていきたいと語った。

地域はあなたの活躍を期待しています
　12月13日、市民の地域活動への関心を高めると
ともに、地域コミュニティの活性化を図ることを目
的として、「地域活動のすすめ」と題した、公開講
演会が羽田多目的交流館で開催された。東洋大学教
授の小瀬博之氏を講師に、市内のまちづくりに取組
む19団体、約50人がそれぞれの活動について活発
な意見交換を行った。

夢や希望を持ち頑張ってほしい！
　12月21日、大山町のイラストレーター刀根実幸さん
が、「道」をテーマにしたチャリティーカレンダー296
部を、市内の小・中学校に寄附した。刀根さんは先天
性進行性筋ジストロフィーという難病患者で、カンボ
ジアの子供たちのために2004年からチャリティーカレ
ンダーを販売している。三笘教育長は「このカレンダー
をきっかけに交流が始まる」と感謝の意を述べた。

防災への誓い新たに
　平成28年日田市消防団出初式が、１月17日、大原
グラウンド、三隈川河川敷、パトリア日田で行われ
た。
　大原グラウンドでは、人員服装点検をはじめ、訓練
点検や機械器具点検、大山方面団第５分団、日田方面
団豆田分団及び隈庄手分団による操法点検が披露され
た。その後、三隈川遊歩道で放水点検が行われ、消防
車37台による豪快な一斉放水に観覧に訪れた市民から
歓声が沸き起こった。
　パトリア日田で行われた式典では、叙勲等の披露・
無火災分団・永年勤続消防団員・消火活動への協力者
が表彰された。原田市長は「日頃の献身的な活動に敬
意を表すと共に、今後の更なる発展を期待します」と
話した。

ひた暮らしをＰＲ
　「ＪＯＩＮ移住・交流＆地域おこしフェア」が、１
月17日、東京ビッグサイトで開催された。このフェア
は、全国約400の自治体が地方での田舎暮らしや地域
おこし協力隊に興味がある人の相談に応じたり、各自
治体の魅力について発信を行うもの。日田市のブース
では、地方への移住を考えている人や、地域おこし協
力隊として地域の役に立ちたいという人で賑わった。

園児と高校生の交流
　県立日田林工高等学校林業科の３年生が丸の内子
ども園の年長児と、野外で一緒にバウムクーヘンを
作る交流会が日田林工で開催された。
　この交流会は家庭科の授業の一環として始めたも
ので、今年で７回目を迎える。高校生が子供と触れ
合い子供時代を振り返ることが、将来の父性・母性
を育む一助になることを目的としている。
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新刊情報

　
図
書
館
に
は
定
期
的
に
新
し
い
本
が

入
っ
て
き
て
本
棚
に
並
び
ま
す
。
今
回

は
ど
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
新
し
い
本

が
本
棚
に
並
ぶ
か
を
簡
単
に
説
明
し
ま

す
。

　
ま
ず
、
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
に

か
け
て
毎
日
、
本
屋
さ
ん
か
ら
新
し
い

本
が
図
書
館
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
　

　
送
ら
れ
て
き
た
本
は
図
書
館
事
務
室

の
本
棚
に
並
べ
ら
れ
、
多
く
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
本
や
、
同
種
の
本
が
少
な

く
、
こ
れ
か
ら
そ
ろ
え
て
い
く
べ
き
本

な
ど
、
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
本
を
選
ん
で
い
き
ま
す
。
選
書
に

は
、
職
員
の
目
線
ば
か
り
で
な
く
利
用

者
の
目
線
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
選
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
1
週
間
の
間
に
選
ば
れ
た
本
は
、
毎

週
日
曜
日
に
職
員
に
よ
る
選
書
委
員
会

で
、
既
に
同
種
の
本
が
十
分
そ
ろ
っ
て

い
れ
ば
選
択
か
ら
外
す
な
ど
の
確
認
・

協
議
を
行
い
、
最
終
的
に
購
入
す
る
本

を
決
定
し
ま
す
。
１
週
間
で
約
70
〜

100

冊
程
度
の
購
入
が
決
ま
り
ま
す
。

　
購
入
が
決
定
し
た
本
は
、
本
屋
さ
ん

に
送
ら
れ
装
備
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

本
に
バ
ー
コ
ー
ド
や
分
類
番
号
を
貼
っ

た
り
、
表
紙
が
破
れ
な
い
よ
う
に
保
護

シ
ー
ト
を
表
紙
の
全
面
に
貼
っ
た
り
す

る
作
業
で
す
。

　
こ
の
作
業
が
終
わ
っ
た
本
は
、
再
び

図
書
館
に
運
び
込
ま
れ
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
に
本
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
す
。

入
力
が
終
わ
る
と
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ

う
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と

で
、
本
を
貸
出
し
た
り
、
返
却
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
デ
ー
タ
の
入
力
が
終
わ
っ
た
本
は
、

図
書
館
の
玄
関
か
ら
入
っ
て
正
面
右
側

の
新
着
本
の
コ
ー
ナ
ー
に
並
べ
ま
す
。

　
新
し
い
本
は
一
定
期
間
こ
の
コ
ー
ナ

ー
に
並
べ
ら
れ
、
期
間
が
過
ぎ
る
と
一

般
の
本
棚
に
移
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
本

の
中
に
思
い
が
け
ず
面
白
そ
う
な
本
を

見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　　　
是
非
、
新
着
本
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
選
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
人
は
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

大
好
き
！
図
書
館

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
２月13日㈯　午後３時～ ４時
２月27日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

  

ひじきの洋風混ぜごはん

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑰

<作り方>
①ご飯は炊いておく。ピーマンは種を取ってせん切りにし、ベーコンは５mm幅に切

る。ひじきは水で戻す。
②フライパンに油をひき、ピーマンとベーコンを炒める。　　
③ピーマンがしんなりしたら、水気をきったひじきとコーンを加え、さらに炒める。
④料理酒、鶏がらスープの素、塩を入れ汁気がなくなったら火からおろして、ご飯と

混ぜる。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００

<材料>（４人分）
ピーマン　　　３個
ベーコン　　　２枚
冷凍コーン　　50ｇ

ひじき（乾）　　５ｇ
植物油　　　大さじ１
料理酒　　　大さじ１

　ピーマンはとうがらしの仲間で、甘味型に属します。
　細胞を丈夫にし、風邪の予防や肌のトラブルに効果を発揮
する、ビタミンＣを豊富に含んでいます。
　また、毛細血管を丈夫にするビタミン類やコレステロール
低下作用のある葉緑素も含んでいるので、高血圧や動脈硬化
に有効です。

　
咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し

て
「
釜
淵
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
淡
窓
は
、
幼
少
よ
り
よ
く
遊
ん
だ
土
地

と
し
て
、
高
瀬
方
面
で
は
、
越
原
観
音
、

鬼
城
観
音
、
普
門
寺
、
釜
淵
、
穴
平
観
音

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
文
政
二
年
（
一

八
一
九
）
に
は
伯
父
月
化
と
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
に
は
父
桃
秋
や
塾
生
四
十

余
人
と
共
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
八
月

に
は
、
「
野
遊
を
催
せ
り
。
謙
吉
（
弟
旭

荘
）
塾
生
三
十
余
人
を
率
し
て
い
く
。

予
、
伸
平
（
弟
三
右
衛
門
）
、
成
策
（
森

春
樹
）
と
亦
同
行
す
。
隈
川
を
渡
り
、
釜

淵
に
至
り
、
鬼
城
を
訪
ひ
、
そ
れ
よ
り
山

に
登
っ
て
、
金
毘
羅
の
祠
に
憩
ひ
行
厨
を

開
け
り
。
」
と
あ
り
、
咸
宜
園
の
塾
政
を

譲
っ
た
弟
・
旭
荘
が
塾
生
と
出
か
け
る
際

に
淡
窓
も
同
行
し
、
高
瀬
方
面
を
巡
り
、

弁
当
を
開
い
た
こ
と
が
日
記
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
釜
淵
は
、
高
瀬
川
の
下
流
、
現
在
の
琴

平
町
公
民
館
の
裏
手
に
あ
り
、
淡
窓

は
「
釜
淵
上
流
の
川
岸
に
あ
る
岩
が
険
し

く
そ
び
え
立
ち
、
素
晴
ら
し
い
。
世
間
で

は
知
ら
れ
て
い
な
い
所
で
あ
る
。
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
釜
淵
の
名
前
は
、
中
州
の
む
き
出
し
に

な
っ
た
岩
盤
の
一
か
所
が
「
カ
マ
ド
」
の

様
な
形
を
し
て
お
り
、
水
面
か
ら
水
蒸
気

が
立
ち
昇
る
様
子
が
カ
マ
ド
か
ら
煙
が
出

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に
由
来
す
る

と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
絵
師
・
淵
上
旭
江
の

画
集
『
山
水
奇
観
』
の
う
ち
、
九
州
を
ま

と
め
た
「
西
海
奇
勝
」
編
に
「
豊
後
日
田

釡
淵
」
と
題
し
た
作
品
が
あ
り
、
江
戸
時

代
末
期
の
浮
世
絵
師
・
二
代
歌
川
広
重
の

『
諸
国
名
所
百
景
』
『
諸
国
六
十
八
景
』

に
も
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
琴
平
町
公
民
館
の
傍
に
、
淡
窓
会

が
建
立
し
た
淡
窓
の
詩
碑
が
あ
り
ま
す
。

釜
潭

　
泉
は
　
石
上
を
過
ぎ
来
た
る

　
清
浅
た
り
　
両
三
寸

　
魚
は
　
石
底
よ
り
登
り

　
溌
剌
と
し
て
隠
れ
　
還
た
見
わ
る

　
濠
梁
　
垂
釣
の
游

　
曲
水
　
流
觴
の
宴

　
昔
人
　
逢
ふ
可
か
ら
ず

　
佳
境
　
空
し
く
繾
綣
た
り

（
水
は
石
の
上
を
下
り
来
て
、
清
ら
か
に

二
、
三
寸
の
浅
い
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い

る
。
石
の
底
か
ら
勢
い
よ
く
跳
ね
る
魚
の

姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。
昔
、
橋
の
上
か
ら

糸
を
垂
れ
る
釣
り
の
遊
び
や
、
屈
曲
し
た

流
れ
に
杯
を
浮
か
べ
て
詩
を
作
る
「
曲
水

の
宴
」
を
楽
し
ん
だ
が
、
当
時
の
人
々
に

は
も
う
逢
え
な

い
こ
と
を
思
う

と
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
景
色
が

徒
ら
に
離
れ
が

た
く
思
え
て
来

る
）

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　⑫

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　　釜 淵

たんそうさん

釜淵

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８

１
８
15
22
29

９
16
23

２

28

７
14
21

４
11
18
25 27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

２月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３

鶏がらスープの素
　　　　　小さじ２
塩　　　　　　少々

ご飯　　　500ｇ

き
じ
ょ
う

くまのしゅげいやさん
おまたたかこ／文・絵
小学館
　
　あるところに、くまの
し ゅ げ い や さ ん が あ っ
た。手先の器用なくまさんは、古いミシンを使
いこなし洋服のお直しまで引き受けてくれる、
森のみんなの人気者。手作り大好きなくまさん
の、ちいさなしゅげいやさんのお話。

健脚商売　競輪学校女子一期生24時
伊勢華子／著
中央公論新社

　半世紀ぶりに復活の女子競輪。「橋
本聖子のライバル」から主婦・ＯＬま
で、人生の岐路に立つ彼女たち。何を
思い、何をめざしたのか。競輪に、健
脚を賭ける女性たちの汗と涙の物語。

脳が喜ぶ子育て
脳番地がわかればうまくいく！
加藤俊徳、吉野加容子／著
世界文化社
　
　子育てトラブルの原因は「脳」にあ
った。子どもの脳を強化するトレーニ
ング80を収録。トラブル別「診断」
＋「鍛え方」で、子育てが楽しくな
る。ラクになる。脳番地診断チェック
付き。

▲絵本の新着コーナー（上）と
　成人本新着コーナー（下）

▲届いた一週間分の本

こ
し
わ
ら

ふ 

も
ん 

じ

あ
な
ひ
ら

ふ
ち
が
み
き
ょ
っ
こ
う

さ
い
か
い

か
ま
ぶ
ち

せ
き
じ
ょ
う

せ
い
せ
ん

り
ょ
う
さ
ん
ず
ん

い
ず
み

う
お

せ
き
て
い

は
つ
ら
つ

ま

あ
ら

ご
う
り
ょ
う
す
い
ち
ょ

ゆ
う

き
ょ
く
す
い
り
ゅ
う
し
ょ
う
え
ん

せ
き
じ
ん

あ

べ

か
き
ょ
う

け
ん
け
ん

い
た
ず

さ
か
ず
き

かま   ぶち
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成27年12月31日現在） 

■人口　
　68,429人
　（前月比－28人）
・男　32,354人
・女　36,075人
■世帯数
　27,172世帯

　★節分会
　　３日㈬　午前11時～
　★わくわく制作（ひな人形作り）
　　17日㈬・18日㈭　午前11時～
　せいまお兄さんと遊ぼう
　　19日㈮　午前11時～
　チャレンジキッズ（イントロ当てクイズ）
　　24日㈬　午後３時30分～

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

月生まれ２
　４月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。３月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

る き と
相良琉希翔ちゃん
（１歳・小迫町）

ひなた
坂本 陽ちゃん
（１歳・南友田町）

こうき
野上紘生ちゃん
（１歳・吹上町）

すばる
森山寿春ちゃん
（１歳・夜明上町）

ゆうへい
河内優平ちゃん
（１歳・淡窓１丁目）

る み
小田�瑠美ちゃん
（１歳・朝日ヶ丘）

武石三士郎ちゃん
（１歳・天瀬町合田）

松村 杏ちゃん
（１歳・北友田２丁目）

髙木樹子ちゃん
（１歳・本町）

ゆきな
飯田幸奈ちゃん
（１歳・淡窓２丁目）

武内こはくちゃん
（２歳・南友田町）

かんな
加藤栞和ちゃん
（２歳・高瀬本町）

ふうか
堀 楓花ちゃん
（２歳・下井手町）

ま い こ

えいと
小田瑛翔ちゃん
（１歳・田島３丁目）

小関穂果ちゃん
（１歳・城町２丁目）

ほのか

子育てを応援します！
児童館・支援施設　２月の主な催し　　

天瀬児童館　☎�８９２２

●おひなさま工作
　16日㈫～19日㈮
　　午前10時30分～
　　午後３時30分～
　　　20日㈯　午前10時30分～
　すくすく相談　
　26日㈮　午前10時～
※母子手帳を持参してください。
●ひなまつり会
　27日㈯　午前10時30分～ 午前９時～午後５時30分

月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎�２９０１

　バレンタインチョコ作り
　13日㈯　午前10時30分～　
●ひなまつり工作
　24日㈬　午前10時30分～
　27日㈯　午前10時30分～

　

まえつえ子育て支援施設　☎�２４０９

●ランチｄａｙ
　18日㈭　午前10時～
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　23日㈫　午前10時～11時
●おしゃべりタイム
　26日㈮　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●リトミック
　４日㈭　午前11時～11時30分
★カラーパーティー（中級）
　12日㈮　午前10時～
★トッポンチーノ（要予約）
　27日㈯　
　午後０時30分～３時30分
※参加費500円、材料代5,950円。
※募集数6人。

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★シール遊び
　８日㈪　午前11時～
★ベビーヨガ
　９日㈫　午前11時～
●身体計測
　18日㈭　午前11時～正午
●お誕生会
　22日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。
★おひなさま制作
　23日㈫　午前11時～

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　８日㈪　午前11時～11時30分
●開放日
　20日㈯　午前９時30分～正午
★ひなまつり制作
　23日㈫　午前９時30分～正午
●ツインズくらぶ
　26日㈮　
　午後１時30分～３時30分

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎�２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

元気な日田っ子集まれ！

さんしろう

乳

三笘友羽果ちゃん
（２歳・港町）

江田叶海ちゃん
（２歳・上野町）

乳

乳

かなみ ゆ う か

小

あん

乳

小

乳

小

武内大悟ちゃん
（２歳・高瀬本町）

石井真依子ちゃん
（２歳・日ノ出町）

小野悠希人ちゃん
（３歳・天瀬町赤岩）

ゆ き と

小乳

乳

小

みきこ

だいご
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上町通り

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

▶同時期に開催されるイベント
※変更の場合有り。
・青い目の人形パレード
　２月15日㈪　午前10時～
　ＪＲ日田駅～パトリア日田
・豆田流しびな
　３月６日㈰　午前10時～午後２時
　桂林荘公園
・日田おおやま梅まつり
　２月21日㈰～３月20日㈰
　大山地区

天領日田おひなまつり

豆田地区の交通規制
　天領日田に春の訪れを告げるおひなまつりの季節が到来しました。
　今年も豆田地区や隈地区、天瀬町古園地域などを中心に、旧家や資
料館で絢爛豪華なひな人形やひな道具が一斉に展示公開されます。

▶開催期間 ２月15日㈪～３月31日㈭
[豆田地区の交通規制]
　下記の時間は豆田地区の上町通りと御幸通りが一方通行になります。
▶交通規制期間
　２月20日㈯・21日㈰・27日㈯・28日㈰
　３月 ５日㈯・６日㈰・12日㈯・13日㈰
　　　19日㈯・20日㈰・21日㈷
▶時間　午前10時～午後５時
▶交通規制図

花月川花月川

天領日田
資料館

御
幸
橋

一
新
橋

豆田
郵便局

大分
銀行

港町
市営駐車場

港町
市営駐車場

城内川城内川

問日田市観光協会　☎㉒２０３６
　観光課観光企画係☎㉒８２１０（市役所３階）

御幸通り

　
年
が
開
け
、
早
一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
も
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
と
新
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
、
あ
る
青
年
の
集
ま
り
の
席
で
の
こ
と
で
す
。
会

長
さ
ん
の
新
年
挨
拶
の
中
で
「
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
日
田
市
と

は
…
」
と
の
話
を
聴
き
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ

ル
崩
壊
、
長
期
低
迷
社
会
に
直
面
し
て
い
る
現
代
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
進
む
で
あ
ろ
う
高
齢
化
社
会
、
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
た
日
田
市
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
「
物
質
的
な
豊
か
さ
」
か
ら
「
新
た
な
幸
せ
の
形
」

を
模
索
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と

い
っ
た
内
容
で
、
現
実
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
、
若
者
ら
し

い
決
意
と
覚
悟
を
感
じ
る
話
で
し
た
。

　
さ
て
、
２
月
27
日
に
パ
ト
リ
ア
日
田
で
舞
台
「
屋
根
」
が
公

演
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
作
家
倉
本
聰
さ
ん
作
・
演
出
の
舞
台

劇
で
、
富
良
野
グ
ル
ー
プ
十
数
年
ぶ
り
の
日
田
公
演
で
す
。
今

回
の
作
品
は
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
そ
し
て
現
代
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
で
人
は
ど
ん
な
「
覚
悟
」
で
、
ど
ん
な
「
姿
勢
」

で
生
き
て
き
た
か
を
表
現
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
私
も
、
我
々

が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
大
切
な
こ
と
に
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る

作
品
で
は
な
い
か
と
、
上
演
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

富
良
野
グ
ル
ー
プ
の
前
身
で
あ
る
富
良
野
塾
の
起
草
文
に
は

　
　
あ
な
た
は
文
明
に
　
　
麻
痺
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
石
油
と
水
は
　
　
　
　
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か

　
　
車
と
足
は
　
　
　
　
　
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か

　
　
知
識
と
知
惠
は
　
　
　
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か

　
　
批
評
と
創
造
は
　
　
　
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か

　
　
理
屈
と
行
動
は
　
　
　
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か

　
　
あ
な
た
は
感
動
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
あ
な
た
は
結
局
何
の
か
の
と
云
い
な
が
ら

　
　
わ
が
世
の
春
を
謳
歌
し
て
い
ま
せ
ん
か

と
、
あ
り
ま
す
。

　
「
本
当
の
豊
か
さ
と
は
」
「
幸
せ
と
は
」
。
私
た
ち
も
今
一

度
立
ち
止
ま
り
足
元
を
見
て
、
暮
ら
し
を
振
り
返
る
こ
と
が
必

要
な
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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